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耳鼻 咽喉 科領域に おけ るPipemidic acidの 臨床使 用経 験

馬場駿吉 ・本堂 潤 ・和田健二 ・波多野 努

名古屋市立大学医学部耳鼻咽喉科学教室

1. は じ め に

耳鼻咽喉科領域の慢性感染症,と くに慢性化膿性中耳

炎においては,最 近種 々の グラム 陰性桿菌の 検出率増

加1)が 認 め られてお り,そ の臨床的な意義の裏付 け も次

第 に明 らか にされて きてい る。 しか し,こ の よ うな検

出菌の傾向 を もつ感染症に手軽に投 与で きる経 口用抗菌

剤 は きわ めて少 ない の が 現 状 で あ る。今回開発 された

Pipemidic acid (PPA)は,そ の性状か らいま述 べた

よ うな感染症に応用 し得 るので はないか と考え,臨 床に

使用 してみ たので,こ こに その小験 を述べ たい。

2. 化学構 造ならびに性状

本剤は大 日本製薬総合研究所 で合成 された新 しい抗菌

性化学物質で,下 記の構造を有す る。

また,分 子式はC14H17N503・3H20で 表わ され る白

色ない し微黄色の結晶 で,水,メ タノール,n-ブ タノ

ール,ア セ トン,ベ ンゼ ン,エ ーテル,n-ヘ キサ ンに

難溶,酢 酸,水 酸化ナ トリウム水溶液に易溶の物質であ

る。

なお,抗 菌スペ ク トラムは主 として グラム陰 性桿菌群

にあ り,大 腸 菌,変 形菌群,肺 炎 桿菌な どでは1.56～

3.13μg/ml,緑 膿菌 では12.5～25μg/mlに 感受性株の

ピークが認め られてい る露)。

3. 臨床使 用経験

1) 使 用対 象

対象は昭和49年11月 か ら昭和50年3月 に当科外来 を

訪れた耳漏を 主訴 とす る慢性化膿性 中耳炎患者14例 で

あ り,そ れ ら症例 の概要はTable1に 示す とお りである。

2) 投 与方法 な らびに投与量

成 人に対 し ては1日29(250mg錠 使用)を4回 に

分割 して経 口投 与 し,12～14才 の年 少者 には1日1.5g

(250mg錠 使用)を3回 に分割投 与 した。なお,投 与 日

数は症状の経過 に より適宜 に決めたが,6～10日 間の投

与を原則 とした。なお,抗 菌剤 の局所応用 は避 けた。

3) 効果判定基準

臨 床効果 の判定は,お お よそ下記の ような基準 に従 っ

た。

著 効:耳 漏が3日 以 内に停止 し,そ の他の 自他覚症状

も7日 以内に著 明に改善 した もの。

有 効:耳 漏が5日 以 内に著減 または停止 し,そ の他の

自他覚症状 も10日 以 内に著 明に改善 した もの。

やや有効:7～10日 間 の投与に よ り,耳 漏の減 少,そ

の他の 自他覚症状に若干の改善 はみ られ た も の の,な

お,確 然 とした改善が得 られ なか った もの。

無 効:本 剤 の投与に よって耳漏,そ の他の 自他覚症状

に変化 を認 めないか,ま たは悪化 した もの。

4) 治療成績

慢 性化膿性 中耳炎14例 に対す る使用成績 を総括す ると

Table2に 示す とお り,有 効7例,や や有効3例,無 効

4例 で,著 効例はみ られ なか った。 これ ら症例の詳細は

Table3に 示 した。

有効7例 はいずれ も耳漏が投与開始後3～5日 後には

著減 または停止 し,10日 以内に 鼓膜穿孔 を 残す だけ と

なった 症例 で,耳 漏か らの 検出菌は Staphylococcus 

aureus 単独が2例, Pseudomonas aeruginosa 単独

Table 1 Patients treated with pipemidic acid

Table 2 Summary on clinical results of 

pipemidic acid in chronic suppu-
rative otitis media
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Table 3 Clinical results of pipemidic acid in chronic suppurative otitis media
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2例, Proteus mirabilis 単独1例, Staphylococcus

aureus と pseudomonas aeruginosa の混合1例,培

養陰 性1例 であった。 す なわ ち, Pseudomonas aeru-

ginosa, Proteus mirabilis な どの グ ラム陰 性桿菌 の

単独あるいは混合感染症例に有効なものがみられたが,

あ ま り感受性が よ くない と み られ る Staphylococcus

aureus 検出例に も有効例が認め られ た。 い っぽ う,

やや有効お よび無効群 の検 出菌についてみる と,や や有

効では Staphylococcus aureus 2例, Diplococcus 

pneumoniae 1 例,無 効群 では Staphylococcus aureus

1例, Pseudomonas aeruginosa  1例, StaPhylo-

coccus aureus‚ÆKlebsiella pneumoniae あるいは

Pseudomonas aeruginosa との混 合各1例 ずつ で,一

般に グラム陽性球菌が主役を演 じてい ると思われる症 例

が多い ようであ った。

5) 副作用

本剤を1日1.5～2g,6～10日 間経 口 投与 した 今 回

の14例 に関 しては,副 作用 と思われ るものを 認 めなか

った。

4. ま と め

以上に述べた慢性化膿性 中耳炎14例 に対 しPPAを

使用 した成績をふ りかえ ってみ ると,有 効7例,や や有

効3例,無 効4例 で,著 効例はみ られなかった。今回の

報告 では,い まだ症例数 も多 くな く,疾 患 も慢性化膿性

中耳炎に限 られ てい るため,も ちろん充分な評価はな し

得 ないが,こ れ らの成績について若干の考察 を加え ると

すれば,従 来,治 療に難渋す るグラム陰 性桿菌,こ とに

緑膿菌検 出例に有効 の3例(単 独検出2例,黄 色 ブ ドウ

球菌 との混合1例)を 認めた ことは,本 剤の性格か らし

て興味深 く思われ るところであ る。少数例 なが らあえて

有効率 を 求め ると50%と 一見低率であ り,著 効例 もみ

られ ないが,こ れは使用対象が短期間の薬物療法だけで

は完治が得がたい慢性化膿性中耳炎を治験対 象に選んだ

ことに よるものであ り,急 性感染症を対 象 とす る治験成

績 とはお のずか ら別個に考えねばな らない。

副作用は今 回の14例 では全 く認め られず,10日 以内

の投与に関す るか ぎ りでは安全な薬 剤であるとの印象を

受け た。
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Pipemidic acid was administered to 14 cases of chronic suppurative otitis media at a daily dose 

of 1.5 or 2 g for 6 to 10 days. Clinical results were effective in 7 cases, slightly effective in 3 

cases and ineffective in 4 cases. The efficacy rate was 50 %. It was interesting that some cases 

due to gram-negative bacilli, especially 3 cases due to Pseudomonas aeruginosa, were favorably 

treated with this drug because such cases were usually difficult to be cured. No side effects were 

observed in all cases treated.


